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平成 29 年度 第１回向日市社会教育委員の会議  

日  時 平成 29 年５月 11 日（木）午後１時 30 分～同３時 00 分 

場  所 向日市立図書館 研修室 

出席委員 
永井委員、髙畑委員、植田委員、中本委員、河村委員、梅田委員、築山委員、太田

委員、田中委員 

欠席委員 安田委員、横田委員、黒住委員 

事 務 局 
永野教育長、野田副部長、井ノ上中央公民館長、大島図書館長、玉城文化資料館長、

髙田天文館長 

内  容 

１ 役員の選出について 

２ 平成 29 年度社会教育関係事業計画について 

３ 平成 29 年度社会教育委員関係の事業予定について 
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【開会】 

○教育長あいさつ 

 

○委員、職員紹介 

 

○議題１ 役員の選出について 

・向日市社会教育委員の会について 

   永井委員長、高畑委員長代理を選出し承認した。 

・乙訓社会教育委員等連絡協議会の役員（理事：３名、監事：１名）について 

   理事として髙畑委員長代理、植田委員、中本委員、監事として河村委員を選

出し承認した。 

 

○議題２ 平成 29 年度社会教育関係事業計画について 

 

－生涯学習課、中央公民館、図書館、文化資料館、天文館、文化財調査事務所 

事業について説明－ 

 

【生涯学習課事業について】 

 人権研修会、家庭教育講座について、具体的に決まっていることはあるか。 

 

 詳細は未定であるが、人権研修会に関しては２回のうち１回は同和教育をテーマ

に実施予定である。 

 

 学校支援地域本部事業について、寺戸中学校が未実施であるが、今後の見通しを

教えてほしい。 
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 本事業については、ふるさと向日市創生計画で記載されているとおり、平成 31 年

度までに全校実施を目指して調整を進めてまいりたい。 

 

 学校支援地域本部事業について、平成 21 年度から実施しているが、現在までに問

題点や見直すべき点などはあるか。 

 

 事業開始当初から同じ方が関わっているケースもあり、活動の広がりや後継者の

問題、協力していただける地域住民を集める方法などの課題がある。 

 

 

【中央公民館事業について】 

 地区公民館の事業について、講座数や参加人数などにバラつきがあるように見受

けられる。 

 

 各館の規模や特色に応じて実施している。 

 

 『向日市の教育』には公民館の重点として「現代的課題に関する学習機会の充実

と地域づくりの担い手の育成」と記載されいているので、その点に力を入れること

はできないかと思う。 

 

【文化資料館事業について】 

 ボランティアの会の活動は自主的に運営されているものか、あるいは資料館で指

導されているものか。 

 

 資料館の事業と連動した取組となるため、連携を取りながら活動されている。 

 

 講座について、定員が記載されているが実際の人数はどれぐらい集まっているの

か。 

 

 テーマによって参加者数は異なるが、人気のあるものは定員を超えることもある。 

 

 今年度の特別展の企画が面白そうだと感じた。また文化講演会・歴史講座の説明

には「わかりやすい講演会」と記載している点は、昨年度の事業報告の会議での意

見が反映されており、大変ありがたいと思った。 

 

 ゴールデンウイーク特別企画について、参加人数を教えてほしい。 

 

 ３日間で 1,019 人である。 

 

 模型制作工房について、ボランティアの新しい広がりという観点で企画している

と聞き、前年度なかなかボランティアが減ってしまって新しい人が入りにくいとい

う点について工夫されていると感じた。 
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【図書館事業について】 

 相互協力について、図書館同士というのはどの範囲まで協力しているのか。 

 

 基本的には府内の公立図書館と協力している。昨年度は向日市からの貸出が 839

冊、借入が 1,651 冊である。 

 

 国会図書館とも相互協力を行っているのか。 

 

 国会図書館はこの制度には入っていないため、郵送という形で希望があれば行っ

ているが、郵送料は個人負担となる。 

 

 府内の場合、送料はどのようになるのか。 

 

 府立図書館が各市を回るので時間はかかるが送料はかからない。 

 

【天文館事業について】 

 学校への出前講座について、以前から行っている事業か。 

 

 今年度から実施する事業である。子ども向けの１回 45 分のプログラムで、専門家

の講師を招いて実施する。 

 

 参加人数が 30 人となっているが、実施方法はクラス単位で実施することになるの

か。 

 

 ４年生以上を対象に想定しているが、人数は講師のコンテンツによるところもあ

るため、詳細については今後決めていく。 

 

 学校への出前講座について、予算が新たについたということか。 

 

 従来から実施している講座の予算の一部を出前講座に充てている。 

 

【文化財調査事務所事業について】 

 物集女車塚古墳のアプリ「墳タビ」の名前について、「タビ」はどういう意味か。 

 

 次回の会議時に回答させていただく。 

 

 市内各所に史跡等の案内板が新たに建てられているのは良いと思った。 

 

 スライドでみる乙訓の発掘について、古いものはスライドを使用していると思う

が、最近の成果についてはどのように報告されているのか。 
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 タイトルは過去から使用しているもののためスライドになっているが、現在はデ

ジタル写真をスライドと称し、パワーポイントで報告している。 

 

【全体を通して】 

 スポーツの事業について、いろいろな団体が活動されていると思うが、具体的な

取組が書かれておらずわかりにくい。どこでどのような取組をされているのかがも

っとわかるようにできないか。 

 

 計画書に記載されているものについては、市が主催しているもののみを記入して

いる。 

 

 市民のスポーツ活動においては参加者を集めることが困難であり、それぞれの団

体の課題となっている。行政や各種団体が協力・連携して広報などに取り組むこと

ができないものかと思っている。 

 

 

 天文館の出前講座について、天文館に児童を連れていくことは距離的に難しい面

もあるため、学校に来てもらえるということは大変ありがたいと感じている。 

 

 

 スポーツ文化協会の事業について、資料の生涯学習情報誌（前期）には文化事業

が記載されていないが、そのような事業も実施されるのか。 

 

 文化事業も例年通り実施する予定であると聞いている。後期もしくは夏休みの情

報誌に掲載されるかと思われる。 

 

 

 議題２ 平成 29 年度社会教育委員関係の事業予定について 

 

―事業予定について説明― 

 

 

【閉 会】 

 


